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資料２



１：留学生受入状況について

学部英語コース（ILA : The Institute for the Liberal Arts）を

中心として

２：多様な学生を受け入れるための入試制度について

３：入学後の生活・学習支援、奨学金について

４：海外事務所の活用について

５：今後の課題について
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１：外国人留学生数の推移
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２：学部英語コース入学者数の推移
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•入学試験の複数回実施
•受験生の経済的負担軽減 （受験料：35,000円→15,000～10,000円）
•現地試験の同日実施
（韓国：ソウル／台湾：台北／ベトナム：ハノイ）

•外部語学能力試験の利用（ＥＪＵ，ＴＯＥＦＬ・ＴＯＥＩＣ・ＩＥＬＴＳ等）
•入学試験要項の多言語化および関連書類のダウンロード方式
•オンラインレジストレーション
•クレジットカードによる検定料のオンライン決済方式
•高性能テレビ会議システム等を用いた面接実施
•韓国・台湾事務所による出願書類受付
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英語コース（国際教育インスティテュート（ＩＬＡ）・グローバルMBAコース）
におけるローリングアドミッションの導入

海外指定校推薦入学制度の新設
•韓国、中国、台湾、ベトナム、オーストラリア、フィリピンにおける優秀な
高等学校との指定校推薦入学にかかる協定を締結。
（2013年10月現在41高校）

•現地説明会および現地面接試験の実施。

海外指定校推薦入学制度の新設
•韓国、中国、台湾、ベトナム、オーストラリア、フィリピンにおける優秀な
高等学校との指定校推薦入学にかかる協定を締結。
（2013年10月現在41高校）

•現地説明会および現地面接試験の実施。

受験生の
利便性向上

受験機会の
増加

優秀な学生

多様な学生

多数の学生

入学制度の改革

４：入試制度改革による積極的な留学生の受入
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期待される効果各種制度

•受験生の利便性向上
•全留学生への奨学金給付

・異文化理解
•生活環境の改善
•住居契約時の保証人確保の負担軽減
•メンタルケアの充実
•経済的負担の軽減
•研究高度化の促進

•キャリアサポートの強化

入
学

• 海外での入学試験実施
• 渡日前奨学金制度

在
学

• ハラル食の提供
• 生活支援アドバイザー制度
• 留学生住宅総合補償制度
• 英語によるカウンセリング体制
• 外国人留学生奨学金制度
• 学習・研究支援チューター制度

就
職

• キャリア・コーディネーターの雇用
• 外国人留学生のための就職ガイド
• 「ビジネス日本語」講座

５：留学生受入体制の充実



その他の奨学金制度

• 留学生コース奨学金

• 特定国からの外国人留学生に対する支援奨学金

最貧国及び低所得国に居住し、その国籍を有する者を対象（年間２名まで） ／

受験料・学生納付金（４年間）を免除／ 月額85,000円の支援奨学金を４年間支給
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2013年度採用人数
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６：留学生への奨学金制度
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７：学習・研究支援チューター制度

・支援対象
大学院留学生（大学院博士課程の前期課程、修士課程、
一貫制博士課程の１・２年次、専門職学位課程）／
大使館推薦による国費留学生／大学院進学を希望する留学生別科生
※支援する大学院生は、外国人留学生でも可

・支援期間
通算３年間を限度

・勤務時間
１６時間／月を上限に支援

・報酬
ティーチング・アシスタントと同額

・支援内容
(１) 日本語及び英語力の向上のための支援（専門用語の修得、

レポート・論文の作成を含む。）
(２) 専門分野についての支援
(３) 図書検索を含む情報検索
(４) その他、指導教員から指示を受けたこと

・その他
毎月の勤務状況報告書の提出を義務化



＊2009年3月：
1事務所（台湾（台北））

＊2009年度 ：
２事務所（イギリス（ロンドン）、ベトナム（ハノイ））

＊2010年度 ：
３事務所（中国（北京・上海）、韓国（ソウル））

＊2012年度 ：
１事務所（トルコ（イスタンブール） ）

韓国事務所
（大学コンソーシアム京都加盟大学への利用供与）
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• 現地の高等教育情報の収集
• 留学希望者、在学生父母のサポート
• 入学願書等の受付、サポート
• Visa取得のための書類の受付
• 本学学生・教職員の現地活動ポート、危機管理

８：海外事務所の活用



• 課程別の留学生割合の設定
学位取得目的又はそれ以外の割合

• 海外からのリクルート
All JAPANによる取組、経費、広報

• 留学生と日本人学生の共修・共住環境整備

• 英語による科目の充実

• 事務組織及び職員の国際化
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９：今後の課題


